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研究成果の概要（和文）：世界的規模で問題となっているピロプラズマ病に対する診断法の国際的な評価を行っ
た。その結果、培養原虫を用いて作製した馬ピロプラズマ病IFA用スライド抗原が、特異性が高く、長期保存が
可能である事が国際的評価で明らかにされた。また馬ピロプラズマ病ELISAやイムノクロマト法 (ICT)のコマー
シャルキット作製の可能性が高いことが示唆された。更に国際的な疫学調査により、新たな馬ピロプラズマ原虫
の新しい遺伝子型や牛タイレリアの新しい種が発見された。これらの研究活動はピロプラズマ病の世界的研究拠
点として認知されている。

研究成果の概要（英文）：Diagnostic methods for piroplasmosis, worldwide problems for animal 
industry, were evaluated internationally. By international evaluation, IFA antigen slides for equine
 piroplasmosis made using cultured protozoa were shown to have a high sensitivity and keep 
antigenicity after a long term storage. A high possibility of the commercial kit production were 
suggested for ELISA and immunochromatographic test (ICT) for equine piroplasmosis. Furthermore, a 
new genotype of Babesia caballi and a new species of bovine Theileria were identified by 
international epidemiology study. These research achievements were recognized as a worldwide study 
base of a piroplasmosis. 
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研究成果の学術的意義や社会的意義
ピロプラズマ病は世界的規模で動物の健康や動物の国際的な移動、検疫体制の強化においてで重大な問題となっ
ており、国際的な診断法の確立が求められている。本研究は世界の研究機関や大学各国の検疫所と協力すること
により、ピロプラズマ病の国際標準法の確立に貢献した。また、馬ピロプラズマ病の間接蛍光抗体法のスライド
抗原を各国の検査機関に供給し、検疫体制の強化に貢献している。更にWHOの動物版組織である国際獣疫事務局
（OIE）リファレンスラボラトリーとして、欧米からの依頼により確定診断を実施し国際的な診断拠点として機
能し高い評価を得ている。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 C－１９－２ 
１．研究開始当初の背景 
（１）ピロプラズマ原虫は熱帯〜温帯地域に分布し、ダニによって動物に媒介され、宿主の
赤血球内に寄生し、重度の貧血、血色素尿を主徴とする致死的感染症を引き起こす。牛バベ
シア症は、世界の牛飼育地域の８０％で感染が認められ、21世紀の動物性蛋白質資源の確保
の大きな障害となっており、その経済的被害は毎年数兆円に及ぶと推計されている。牛バベ
シア病は家畜法定伝染病に指定されており、流行地のオーストラリアから多数の牛が輸入さ
れている。また、馬ピロプラズマ病は死亡率が 10％〜50％に達する家畜法定伝染病で、全世
界で流行が認められている。日本では発生が認められていないが、日本には毎年 4,000〜5,000
頭の馬が輸入されており、本病が日本に侵入する事が危惧されている。 
（２）ピロプラズマ病を完全に治療・予防可能な薬剤やワクチンは未だ開発されていない。
そのため、動物の感染症に関する国際的な規則を定めている国際獣疫事務局（OIE）はピロプ
ラズマ病に感染している牛および馬の輸出入や国際的移動に厳しい制限を設けている。しか
しながら、OIE の認定しているピロプラズマ病に対する複数の診断法の中には、1940 年代に
開発された古い方法や感度や特異性が劣る方法が含まれている。従って、ピロプラズマ病の
日本への侵入を阻止するために、最新の診断法の導入による検疫体制の強化が急務である。 
そのために、新規診断法の開発およびその国際的な評価、診断薬の海外機関への供給、海外
の感染症の流行状態を把握することが求められている。 
 
２．研究の目的 
本研究は、研究代表者らが世界に先駆けて開発した牛および馬ピロプラズマ病に対する血清
並びに遺伝子診断法の国際的な評価を行い、国際的なピロプラズマ病の浸潤・流行状況を明
らかにし、日本の輸入検疫体制強化と国際的なピロプラズマ病診断技術の向上と普及に貢献
することを最終目的とする。 
 
３．研究の方法 
研究代表者らが開発した牛および馬ピロプラズマ病の血清並びに遺伝子診断法について海外の
大学や研究機関のラボラトリー間において特異性、感度の比較評価を行う。また、これらの結
果をもとに、国際的な研究ネットワークの形成や疫学調査を行い、国際的疫学データベースを
構築すると共に、国際的な確定診断や検査試薬の供給に貢献する。 
（１）ピロプラズマ病に対する血清診断法（蛍光抗体法、ELISA、イムノクロマト法）の評価 
（２）ピロプラズマ病に対する遺伝子診断法の国際的評価・遺伝子解析 
（３）国際的なピロプラズマ病診断技術の向上と普及、疫学調査と情報の世界への発信 
 
４．研究成果 
（１）馬ピロプラズマ病に対する間接蛍光抗体法(IFA) 
IFA はピロプラズマ病の血清診断法として最も使用されている。特に馬ピロプラズマ病の IFA
用スライド抗原は、英国やカナダ、南アフリカ等の政府機関で作製されていた。しかしなが
ら、近年動物福祉や作製コストの観点から、これらの機関では、その作製が不可能となって
いる。また、アメリカやオーストリアの診断薬会社から IFA 診断キットが販売されているが、
安定的な供給やその品質に課題があることが、英国や香港の政府機関から指摘されている。
特に IFA のスライド抗原が感染馬から採取された感染赤血球を用いて作製されており、陰性
対照血清の高いバックグランドが低い特異性の原因となっている。そこで、本研究では、培
養馬ピロプラズマ原虫(Babesia caballi と Theileria equi)を用いて in-house の IFA 用ス
ライド抗原を作製し、カナダ政府・食品検査局および香港・農林水産省と共にその特異性に
ついて検討した。その結果、コマーシャルキットに比較して、低いバックグランドが認めら
れた。また、-80℃に保存すれば最低２年間使用可能であることが、カナダ政府・食品検査庁
との国際的評価で明らかにされた。 
 
（２）馬ピロプラズマ病 enzyme-linked immunosorbent assay (ELISA)安定性試験 
IFA は個々の検査者が目視により蛍光の強さを判読するため、結果が客観性に欠ける点が指摘
されている。特に抗体価が低くて陽性と陰性の境界付近では、結果の判定が主観的になる傾
向が高い。ELISA は判定の結果は数値化された吸光度により判定するためより結果が客観的で
あり、また IFA に比較して一度に多数の検体を検査可能である。そこで、Babesia caballi



の BC48 抗原と Theileria equi の EMA2 抗原を用いてそれぞれ、in-house の ELISA を作製し、
保管温度および期間について検討を行った。その結果、4℃で 40日間保存可能であることが
明らかにされた。 
 
（３）馬ピロプラズマ病イムノクロマト法(ICT)の反応性試験  
ELISA は判定結果が得られるまで最低半日が必要であるため、簡便で迅速な血清診断法である
イムノクロマト法（ICT）の開発について検討を行った。Babesia caballi の BC48 抗原を用い
て、金コロイド標識の至適 pH、抗原濃度、被検血清の希釈倍数について検討を行った。その
結果、至適 pHが 7.0、抗原濃度 0.05mg/ml、10 倍の血清希釈で、最適な反応が認められた。
また、Theileria equi の EMA2 抗原を用いて Babesia caballi と同様の検討を行った。その結
果、至適 pH が 5.0、抗原濃度 0.05mg/ml、10 倍の血清希釈で、最適な反応が認められた。 
  
（４）ピロプラズマ病の疫学調査と遺伝子解析 
① インドネシアのボゴール農業大学の協力により、馬ピロプラズマ病の疫学調査を実施し
た。４カ所から 235 頭の馬血液サンプルを集め、Theileria equi EMA-2 および Babesia 
caballi Bc48 遺伝子および組換え抗原を用いた nPCR および ELISA を行った。その結果、
T. equi で５例(2.1%)、B. caballi で 15 例(6.45%)が ELISA で陽性を示した。nPCR で、
それぞれ T. equi で 1 例、B. caballi で 4 例が nPCR で陽性を示した。nPCR で陽性例を
示した EMA-2の塩基配列はフロリダとワシントンで得られた塩基配列に類似していたが、
Bc48 遺伝子配列はインドネシアに特有であり、新しい遺伝子群を形成することが明らか
になった（図１）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                      図１ 
 
② フィリピン北部のルソン島において馬ピロプラズマ病の疫学調査を実施した。その結果、
105頭の馬血液サンプル中、T. equiで12例(11.4%)、B. caballiで11例(10.4%)がICTにより
陽性を示した。またPCRで、T. equiで26例、B. caballiで2例が陽性を示した。PCRで陽性
例を示したEMA-1の塩基配列はインドやアメリカで報告されている塩基配列と100％一致し
た。Bc48遺伝子配列もモンゴルやアメリカで得られた配列を同一であった。 

③ モンゴル獣医学研究所との共同研究により牛バベシア病の疫学調査を実施した。モンゴ
ルのウランバートルと 19の県で 1946 例の血液サンプルが集められた。ELISA により、B. 
bovis で 351 頭(18.04%) 、B. bigemina で 435 頭(22.4%)が抗体陽性であった。これら
の陽性率は北部、東部、南部の地域で高かった。性別や年齢による陽性率の違いは明ら
かではなかった。 

④ アルゼンチン農業技術研究所カステラール研究所との共同研究により、高流行地である
アルゼンチン北部において牛バベシア病の疫学調査を行った。150 例の血液サンプルが採
集され、ICT と nPCR により分析が行われた。nPCR で、B. bovis および B. bigemina でそ
れぞれ 27.3% と 54.7% が、ICT では 71.3%と 89.3%陽性であった。また、19.3％が B. bovis
と B. bigemina に混合感染していた。興味深い事に、採血後４ヶ月後に、9頭の牛が臨床
症状を示し、そのうち６頭が B. bovis 感染により死亡した。 

⑤ スリランカ・獣医学研究所研究所との共同研究により、スリランカ中部で採集された 39
頭の牛血液サンプルの遺伝子解析を行った。その結果、Theilria annulata の表面蛋白質



遺伝子（tams1 と tasp）が増幅されたが、18SrRNA 遺伝子配列で特殊な一塩基多型が見つ
かった。更にチトクローム bの塩基配列はジーンバンクに登録されているものと相同性
が低かった。従って、今回発見されたタイレリアは新しい種である事が示唆され、
Theileria sp. Yokoyama と命名された。 

 
（５）国際的なピロプラズマ病診断技術の向上と普及、疫学調査と情報の世界への発信 
以下のような国際的な研究ネットワークを形成し、国際的なピロプラズマ病診断技術の向上
と普及、診断薬の海外機関への供給に貢献した。 
 
① モンゴル獣医学研究所において馬ピロプラズマ原虫の培養に関する技術指導を行った。ま
た、モンゴル北西部において馬および牛ピロプラズマ病の疫学調査を実施した。 

② メキシコのケレタロ自治大学、動物衛生研究所を訪問し、牛ピロプラズマ病の講義並びに
イムノクロマト法にデモンストレーションを行い、診断技術の向上に努めた。 

③ 香港・大龍獣医学研究所において馬ピロプラズマ病の診断に関する講義並びに実習を行っ
た。 

④ アルゼンチン農業技術研究所カステラール研究所を訪問し、牛ピロプラズマ症の診断法に
関する講義並びにデモンストレーションを行った。更にして直面している問題点やその解
決法に関する助言を行った。 

⑤ イギリスのAnimal and Plant Health Agency (APHA、動植物安全庁)を訪問し、馬ピロプラ
ズマ症の診断法に関して直面している問題点やその解決法に関する助言を行った。 

⑥ インドの馬属研究所より主任研究員を招聘し、診断技術の研修を行った。 
⑦ タイのチェンマイ大学を訪問し、馬ピロプラズマ原虫の培養法の指導を行った。 
⑧ 馬ピロプラズマ病の間接蛍光抗体法のスライド抗原をカナダ政府・食品検査庁および香
港・大龍獣医学研究所に定期的に供給している。さらに、フランス検査公益団体、南ア
フリカ・North-West 大学、アルゼンチン検査公益団体、オランダ検査公益団体にもスラ
イド抗原を供給している。これらの実績により、WHO の動物版組織である国際獣疫事務
局（OIE）リファレンスラボラトリーとして、イギリスやアメリカ、オーストラリアか
らの依頼により確定診断を実施し国際的な診断拠点として機能し、高い評価を得ている。 
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 ２．論文標題  ５．発行年
17-DMAG inhibits the multiplication of several Babesia species and Theileria equi on in vitro
cultures, and Babesia microti in mice

International Journal for Parasitology: Drugs and Drug Resistance 104～111

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 該当する

 １．著者名  ４．巻
Guswanto Azirwan、Nugraha Arifin Budiman、Tuvshintulga Bumduuren、Tayebwa Dickson Stuart、Rizk
Mohamed Abdo、Batiha Gaber El-Saber、Gantuya Sambuu、Sivakumar Thillaiampalam、Yokoyama
Naoaki、Igarashi Ikuo

8

10.1016/j.ttbdis.2018.06.012

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Molecular epidemiology of Babesia species, Theileria parva, and Anaplasma marginale infecting
cattle and the tick control malpractices in Central and Eastern Uganda

Ticks and Tick-borne Diseases 1475～1483

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Tayebwa Dickson Stuart、Vudriko Patrick、Tuvshintulga Bumduuren、Guswanto Azirwan、Nugraha
Arifin Budiman、Gantuya Sambuu、Batiha Gaber El-Saber、et al.

9
 １．著者名

doi: 10.1016/j.vprsr.2018.04.003

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Serosurvey of Babesia bovis and Babesia bigemina in cattle in Mongolia

Veterinary Parasitology: Regional Studies and Reports 85～91

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 １．著者名  ４．巻
Battsetseg Badgar、Sivakumar Thillaiampalam、Naranbaatar Khandsuren、Narantsatsral Sandagdorj、
Myagmarsuren Punsantsogvoo、Enkhtaivan Batsaikhan、Davaasuren Batdorj、Mizushima Daiki、
Weerasooriya Gayani、Igarashi Ikuo、Battur Banzragch、Yokoyama Naoaki

13



2017年

2018年

2017年

2017年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 該当する

doi: 10.1016/j.exppara.2017.06.003

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Evaluation of the inhibitory effect of N-acetyl-L-cysteine on  Babesia  and  Theileria
parasites

Experimental Parasitology 43～48

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 該当する

 ４．巻
Rizk Mohamed Abdo、El-Sayed Shimaa Abd El-Salam、AbouLaila Mahmoud、Yokoyama Naoaki、Igarashi
Ikuo

179
 １．著者名

doi: 10.1016/j.vetpar.2017.04.010

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Evaluation of immunochromatographic test (ICT) strips for the serological detection of  Babesia
bovis  and  Babesia bigemina  infection in cattle from Western Java, Indonesia

Veterinary Parasitology 76～79

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

 １．著者名  ４．巻
Guswanto Azirwan、Allamanda Puttik、Mariamah Euis Siti、Munkjargal Tserendorf、Tuvshintulga
Bumduuren、Takemae Hitoshi、Sivakumar Thillaiampalam、AbouLaila Mahmoud、Terkawi Mohamad Alaa、
Ichikawa-Seki Madoka、Nishikawa Yoshifumi、Yokoyama Naoaki、Igarashi Ikuo

239

10.1292/jvms.17-0549

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Serological and molecular surveys of <i>Babesia bovis</i> and            <i>Babesia
bigemina</i> among native cattle and cattle imported from Thailand          in Hue, Vietnam

Journal of Veterinary Medical Science 333～336

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 該当する

 ４．巻
SIVAKUMAR Thillaiampalam、LAN Dinh Thi Bich、LONG Phung Thang、VIET Le Quoc、WEERASOORIYA
Gayani、KUME Aiko、SUGANUMA Keisuke、IGARASHI Ikuo、YOKOYAMA Naoaki

80
 １．著者名

10.1016/j.ttbdis.2016.10.008

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Seroprevalence of  Babesia bovis ,  B. bigemina ,  Trypanosoma evansi , and  Anaplasma
marginale  antibodies in cattle in southern Egypt

Ticks and Tick-borne Diseases 125～131

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 １．著者名  ４．巻
Fereig Ragab M.、Mohamed Samy G.A.、Mahmoud Hassan Y.A.H.、AbouLaila Mahmoud Rezk、Guswanto
Azirwan、Nguyen Thu-Thuy、Ahmed Mohamed Adel Elsayed、Inoue Noboru、Igarashi Ikuo、Nishikawa
Yoshifumi

8



2017年

2017年

2017年

2017年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

doi: 10.1038/s41598-017-13052-5

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Performance and consistency of a fluorescence-based high-throughput screening assay for use in
Babesia drug screening in mice

Scientific Reports 7(1):12774

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

 ４．巻
Rizk Mohamed Abdo、El-Sayed Shimaa Abd El-Salam、AbouLaila Mahmoud、Eltaysh Rasha、Yokoyama
Naoaki、Igarashi Ikuo

7
 １．著者名

doi: 10.1038/s41598-017-14304-0

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Chemotherapeutic efficacies of a clofazimine and diminazene aceturate combination against
piroplasm parasites and their AT-rich DNA-binding activity on Babesia bovis

Scientific Reports 7(1):13888.

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 該当する

 １．著者名  ４．巻
Tuvshintulga Bumduuren、AbouLaila Mahmoud、Sivakumar Thillaiampalam、Tayebwa Dickson Stuart、
Gantuya Sambuu、Naranbaatar Khandsuren、Ishiyama Aki、Iwatsuki Masato、Otoguro Kazuhiko、?mura
Satoshi、Terkawi Mohamad Alaa、Guswanto Azirwan、Rizk Mohamed Abdo、Yokoyama Naoaki、Igarashi
Ikuo

7

doi: 10.1016/j.parint.2017.07.004

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Molecular identification and antigenic characterization of  Babesia divergens  Erythrocyte
Binding Protein (BdEBP) as a potential vaccine candidate

Parasitology International 721～726

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 該当する

 ４．巻
El-Sayed Shimaa Abd El-Salam、Rizk Mohamed Abdo、Terkawi Mohamad Alaa、Yokoyama Naoaki、
Igarashi Ikuo

66
 １．著者名

doi: 10.1016/j.meegid.2017.06.025

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Babesia bovis  BOV57, a  Theileria parva  P67 homolog, is an invasion-related, neutralization-
sensitive antigen

Infection, Genetics and Evolution 138～145

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Ishizaki Takahiro、Sivakumar Thillaiampalam、Hayashida Kyoko、Takemae Hitoshi、Tuvshintulga
Bumduuren、Munkhjargal Tserendorj、Guswanto Azirwan、Igarashi Ikuo、Yokoyama Naoaki

54
 １．著者名



2017年

2016年

2016年

2016年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 該当する

doi:10.1016/j.exppara.2016.03.024

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Identification and characterization of profilin antigen among Babesia species as a common
vaccine candidate against babesiosis

Experimental Parasitology 29～36

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 該当する

 ４．巻
Munkhjargal Tserendorj、Aboge Gabriel Oluga、Ueno Akio、Aboulaila Mahmoud、Yokoyama Naoaki、
Igarashi Ikuo

166
 １．著者名

doi:10.1016/j.exppara.2016.03.010

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
RBC invasion and invasion-inhibition assays using free merozoites isolated after cold treatment
of Babesia bovis in?vitro culture

Experimental Parasitology 10～15

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 該当する

 ４．巻
Ishizaki Takahiro、Sivakumar Thillaiampalam、Hayashida Kyoko、Tuvshintulga Bumduuren、Igarashi
Ikuo、Yokoyama Naoaki

166
 １．著者名

doi:10.1128/AAC.01614-15

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Clofazimine Inhibits the Growth of Babesia and Theileria ParasitesIn VitroandIn Vivo

Antimicrobial Agents and Chemotherapy 2739～2746

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

 １．著者名  ４．巻
Tuvshintulga Bumduuren、AbouLaila Mahmoud、Davaasuren Batdorj、Ishiyama Aki、Sivakumar
Thillaiampalam、Yokoyama Naoaki、Iwatsuki Masato、Otoguro Kazuhiko、?mura Satoshi、Igarashi
Ikuo

60

doi: 10.1186/s13071-017-2502-0

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Molecular and serological detection of bovine babesiosis in Indonesia

Parasites & Vectors 10-550

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 １．著者名  ４．巻
Guswanto Azirwan、Allamanda Puttik、Mariamah Euis Siti、Sodirun Sodirun、Wibowo Putut Eko、
Indrayani Liliek、Nugroho Rudi Harso、Wirata I Ketut、Jannah Nur、Dias Lepsi Putri、Wirawan
Hadi Purnama、Yanto Rochmadi、Tuvshintulga Bumduuren、Sivakumar Thillaiampalam、Yokoyama
Naoaki、Igarashi Ikuo

10



2016年

2016年

2016年

2016年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

doi:10.1371/journal.ppat.1005763

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Open Source Drug Discovery with the Malaria Box Compound Collection for Neglected Diseases and
Beyond

PLOS Pathogens e1005763

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 該当する

 ４．巻
Van Voorhis WC, Abd El-Salam El-Sayed S, Igarashi I, Abdo Rizk M,  Yokoyama N, et al 12
 １．著者名

doi:10.1007/s00436-016-5172-5

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Recombinant methionine aminopeptidase protein of Babesia microti: immunobiochemical
characterization as a vaccine candidate against human babesiosis

Parasitology Research 3669～3676

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 該当する

 ４．巻
Munkhjargal Tserendorj、Yokoyama Naoaki、Igarashi Ikuo 115
 １．著者名

doi:10.1016/j.meegid.2016.04.021

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Genetic diversity and antigenicity variation of  Babesia bovis  merozoite surface antigen-1
(MSA-1) in Thailand

Infection, Genetics and Evolution 255～261

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 該当する

 ４．巻
Tattiyapong Muncharee、Sivakumar Thillaiampalam、Takemae Hitoshi、Simking Pacharathon、
Jittapalapong Sathaporn、Igarashi Ikuo、Yokoyama Naoaki

41
 １．著者名

doi:10.1016/j.vetpar.2016.02.024

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Molecular and biochemical characterization of methionine aminopeptidase of Babesia bovis as a
potent drug target

Veterinary Parasitology 14～23

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Munkhjargal Tserendorj、Ishizaki Takahiro、Guswanto Azirwan、Takemae Hitoshi、Yokoyama Naoaki、
Igarashi Ikuo

221
 １．著者名



2016年

〔学会発表〕　計31件（うち招待講演　2件／うち国際学会　19件）

2019年

2019年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第６０回日本熱帯医学会大会

第６０回日本熱帯医学会大会

The 14th International Congress of Parasitology（（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Arifin Nugraha，Bumduuren Tuvshintulga，Ming Ming Liu，Xuenan Xuan，Naoaki Yokoyama, Ikuo Igarashi

Bumduuren Tuvshintulga，Thillaiampalam Sivakumar，Naoaki Yokoyama，Ikuo Igarashi

Ikuo Igarashi

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 該当する

Expressing of Green Fluorescent Protein in intraerythrocytic stage of Theileria equi

Development of unstable resistance to diminazene aceturate in Babesia bovis

An immunochromatographic test for human babesiosis caused by Babesia microti

doi:10.1016/j.vetpar.2016.07.032

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Large-scale drug screening against Babesia divergens parasite using a fluorescence-based high-
throughput screening assay

Veterinary Parasitology 93～97

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Rizk Mohamed Abdo、El-Sayed Shimaa Abd El-Salam、AbouLaila Mahmoud、Tuvshintulga Bumduuren、
Yokoyama Naoaki、Igarashi Ikuo

227
 １．著者名



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第116会日本獣医学会

The 14th International Congress of Parasitology（国際学会）

The 14th International Congress of Parasitology（国際学会）

The 14th International Congress of Parasitology（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

B. Tuvshintulga, T. Sivakumar, N. Yokoyama, I. Igarashi

Mohamed Abdo Rizk, Shimaa Abd El-Salam El-Sayed, Naoaki Yokoyama, and Ikuo Igarash

Amani Magdi Beshbishy, Gaber El-Saber Batiha, Naoaki Yokoyama, Ikuo Igarashi

Arifin Budiman Nugraha, Umi Cahyaningsih, Amrozi, Azirwan Guswanto, Sambuu Gantuya, Bumduuren Tuvshintulga, Thillaiampalam
Sivakumar, Naoaki Yokoyama, Ikuo Igarashi

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

Evaluation of the in vitro and in vivo inhibitory effect of thymoquinone on Babesia and Theileria parasite

Cryptolepine and ellagic acid inhibit Babesia and Theileria in vitro

Serological and molecular prevalence of equine piroplasmosis in Western Java, Indonesia

 １．発表者名

Clofazimine as a potential agent for treating human babesiosis caused by Babesia microti



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第116会日本獣医学会

The 67th Annual Meeting of American Society of Tropical Medine（国際学会）

第59回日本熱帯医学会

第59回日本熱帯医学会

Gaber El-Saber Batiha, Amany Magdy Beshbishy, Naoaki Yokoyama and Ikuo Igarashi

Ikuo Igarashi, Dickson S. Tayebwa, Bumduuren Tuvshintulga, Azirwan Guswanto, Thillaiampalam Sivakumar, Naoaki Yokoyama

Arifin Budiman Nugraha, Bumdureen Tuvshintulga, Mohamed Abdo Rizk, Sambuu Gantuya, Gaber El-Saber Batiha, Thillaiampalam
Sivakumar, Naoaki Yokoyama, Ikuo Igarashi.

Gaber El-Saber Batiha, Amany Magdy Beshbishy, Naoaki Yokoyama and Ikuo Igarashi

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

Inhibitory effects of ivermectin on the growth Babesia and Theileria

Inhibitory effects of chalcone and trans-chalcone on the growth of Babesia and Theileria

Evaluation of the Chemotherapeutic Potential of Nitidine chloride and Camptothecin Against Babesia and Theileria

Screening the Medicines for Malaria Venture Pathogen Box against piroplasm parasites

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名



2019年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

26th International Conference of the Worl Assocoiation for Advancement of Veterinary Parasitology（国際学会）

第88回日本寄生虫学会

Mohamed A. Rizk, Shimaa El-Sayed, Noakia Yokoyama, Ikuo Igarashi

五十嵐郁男

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ３．学会等名

 ３．学会等名
８６回日本寄生虫学会大会（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Ikuo Igarashi

Dickson Stuart Tayebwa, Bumduuren Tuvshintulga, Azirwan Guswanto, Mohamed Abdo Rizk, Gantuya Sambuu, Thillaiampalam
Sivakumar, Naoaki Yokoyama, Ikuo Igarashi

 ３．学会等名

The in vitro and in vivo inhibitory effect of Moringa olivera leaves on Babesia and Theileria parasites

Research global and live local　～ピロプラズマ病研究を振り返って～

Efficacy of combination chemotherapy with clofazimine and diminazene aceturate against Babesia and Theileria infections

The effect of nitidine chloride and camptothecin on the in vitro growth of Babesia and Theileria

 ３．学会等名

Parasitology 2017（国際学会）



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

26th International Conference of the Worl Assocoiation for Advancement of Veterinary Parasitology（国際学会）

第１６０回日本獣医学会学術集会（国際学会）

第63回日本寄生虫学会・日本衛生動物学会北日本支部合同大会（国際学会）

第63回日本寄生虫学会・日本衛生動物学会北日本支部合同大会（国際学会）
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